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読
書
案
内

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
Ｂ
・
フ
リ
ー
マ
ン
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遠
山
茂
樹
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『
西
洋
中
世
ハ
ー
ブ
事
典
』

八
坂
書
房　

二
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九
年
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刊　
　

四
六
版　

上
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一
七
六
頁　

二
二
〇
〇
円
＋
税

遠
山　

茂
樹

　

本
書
はM

argarete B.Freem
an, H

erbs for the M
ediaeval H

ousehold: For Cooking, H
ealing and D

ivers U
ses, T

he M
etropolitan 

M
useum

 of A
rt, N

ew
 Y
ork, 1943

の
全
訳
で
あ
る
。

　

著
者
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ビ
ー
ム
・
フ
リ
ー
マ
ン
（
一
八
九
九
〜
一
九
八
〇
）
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
分
館
ク
ロ
イ
ス
タ
ー
ズ
（
西

洋
中
世
専
門
の
美
術
館
）
の
館
長
を
つ
と
め
た
美
術
史
家
で
、
専
門
は
西
洋
中
世
美
術
。
本
書
は
ク
ロ
イ
ス
タ
ー
ズ
と
と
も
に
半
生
を
歩
ん

だ
フ
リ
ー
マ
ン
女
史
の
最
初
の
著
作
で
あ
り
、そ
の
行
間
か
ら
も
中
世
の
ハ
ー
ブ
に
よ
せ
る
彼
女
の
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。ク
ロ
イ
ス
タ
ー

ズ
の
館
内
に
は
、
十
五
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
リ
ー
公
が
制
作
さ
せ
た
有
名
な
『
ベ
リ
ー
公
の
い
と
も
豪
華
な
る
時
禱
書
』
や
一ユ
ニ
コ
ー
ン

角
獣
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
マ
ン
女
史
に
は
こ
の
ふ
た
つ
の
作
品
に
関
す
る
も
の
も
含
め
、
本
書
以
外
に
次
の
よ
う

な
著
作
が
あ
る
。Les Belles H

eures du D
uc de Berry, T

ham
es and H

udson, N
ew
 Y
ork, 1959 ; The St.M

artin Em
broideries, T

he 

M
etropolitan M

useum
 of A

rt, N
ew
 Y
ork, 1968; The U

nicorn Tapestries, T
he M

etropolitan M
useum

 of A
rt, N

ew
 Y
ork, 

1976.
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本
書
は
邦
題
で
は
『
事
典
』
と
銘
打
っ
て
あ
る
が
、
原
題
が
示
す
よ
う
に
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
庭
用
ハ
ー
ブ
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

大
別
し
て
料
理
用
ハ
ー
ブ
、
治
療
用
ハ
ー
ブ
、
毒
性
ハ
ー
ブ
、
芳
香
性
ハ
ー
ブ
の
四
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に

お
い
て
も
ハ
ー
ブ
の
薬
効
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
は
一
種
の
中
世
薬
草
文
化
誌
た
る
性
格
を
備
え
て
い
る
。
叙
述
ス
タ
イ
ル

の
観
点
か
ら
み
る
と
、
各
々
の
ハ
ー
ブ
の
効
用
や
逸
話
を
当
時
の
文
献
か
ら
引
用
し
、
直
接
、
文
献
に
か
た
ら
せ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
。
訳
文
に
カ
ギ
括
弧
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ブ
に
関
す
る
本
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
だ
が
、
そ
の
大
部
分
は
植
物
学
者
や
薬
学
者
、
あ
る
い
は
ア
マ
チ
ュ

ア
の
愛
好
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
歴
史
家
の
手
に
な
る
も
の
は
思
い
の
ほ
か
少
な
い
。
し
か
も
中
世
の
ハ
ー
ブ
に
関
す
る
も
の
で
、

一
般
読
者
向
け
と
な
る
と
、
な
お
の
こ
と
数
も
限
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
美
術
史
家
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
一

書
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
四
三
年
に
初
版
が
出
さ
れ
て
以
来
、
一
九
七
〇
年
代
の
末
ま
で
に
七
回
も
版
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
の

こ
と
自
体
、
本
書
が
多
く
の
読
者
に
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

治
療
用
ハ
ー
ブ
で
は
、
そ
の
薬
効
が
「
今
日
」、
す
な
わ
ち
原
著
の
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
四
三
年
当
時
に
あ
っ
て
、
ど
の
程
度
有
効

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
料
理
用
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、「
今
日
」
の
利
用
法
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、読
者
は
七
〇
余
種
の
ハ
ー
ブ
の
効
用
や
民
間
伝
承
を
め
ぐ
る
「
過
去
と
現
在
と
の
対
話
」
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

Ⅰ

　

ま
ず
本
書
の
「
治
療
用
ハ
ー
ブ
」
の
な
か
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
も
お
な
じ
み
の
カ
モ
ミ
ー
ル
の
項
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

カ
モ
ミ
ー
ル　

Cham
om
ile Anthem

is nobilis L..　

ロ
ー
マ
カ
ミ
ツ
レ　

キ
ク
科

　
『
バ
ン
ク
ス
の
本
草
書
』
に
よ
れ
ば
「
こ
の
ハ
ー
ブ
の
効
用
は
か
く
の
如
く
で
あ
る
」。「
ワ
イ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
飲
む
と
、
結
石
を
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砕
き
、
黄
色
い
有
害
物
を
破
壊
す
る
。
そ
れ
は
、
肝
臓
の
痛
み
と
病
に
効
く
。
頭
痛
や
偏
頭
痛
に
も
有
効
で
あ
る
」。「
顔
に
で
き
た
吹

き
出
物
を
取
り
の
ぞ
く
に
は
…
」
と
『
大
本
草
書
』
は
述
べ
、
こ
う
続
け
て
い
る
。「
青
々
と
し
た
カ
モ
ミ
ー
ル
を
ハ
チ
ミ
ツ
で
煮
詰

め
て
、そ
れ
を
顔
に
塗
り
な
さ
い
」。『
パ
リ
の
家
長
』
に
よ
れ
ば
、カ
モ
ミ
ー
ル
の
花
弁
を
オ
レ
ン
ジ
の
皮
と
い
っ
し
ょ
に
煮
る
と
、「
食

卓
で
手
を
洗
う
の
に
適
し
た
水
」
が
で
き
る
。
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
レ
シ
ピ
で
は
、
カ
モ
ミ
ー
ル
は
「
薬
用
液
を
つ
く
る
」
た
め
の

ハ
ー
ブ
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
代
の
医
者
に
い
わ
せ
れ
ば
カ
モ
ミ
ー
ル
の
薬
効
性
は
ゼ
ロ
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
の
主
婦
が
胃
弱
、
神
経
性
の

頭
痛
、
神
経
や
筋
肉
系
統
の
疲
労
時
に
、
あ
る
い
は
顔
が
青
白
く
な
っ
た
と
き
に
カ
モ
ミ
ー
ル
・
テ
ィ
ー
を
飲
ま
せ
て
い
る
。
い
く
つ

か
の
国
で
は
、
美
容
院
で
洗
髪
の
あ
と
カ
モ
ミ
ー
ル
・
リ
ン
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
金
髪
の
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。

　

著
者
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
マ
ン
は
右
の
説
明
文
を
書
く
に
あ
た
り
、『
バ
ン
ク
ス
の
本
草
書
』、『
大
本
草
書
』、『
パ
リ
の
家
長
』、

そ
し
て
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
レ
シ
ピ
と
四
つ
の
文
献
史
料
を
用
い
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
『
バ
ン
ク
ス
の
本
草
書
』Banckes's H

erbal

は
、
一
五
二
五
年
に
印
刷
業
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ン
ク
ス
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
本
草
書
で
、

印
刷
に
付
さ
れ
た
本
草
書
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
不
明
だ
が
、
ハ
ー
ブ
に
関
す
る
中
世
の
写
本
を
も
と
に
編
纂

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
植
物
の
薬
効
や
処
方
よ
り
も
、
植
物
そ
の
も
の
の
形
態
描
写
に
よ
り
多
く
の
紙
面
が
さ
か
れ
て
い
る
点

に
特
徴
が
あ
り
、
図
譜
は
皆
無
だ
が
、
そ
の
人
気
の
高
さ
は
本
書
が
多
く
の
版
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
『
大
本
草
書
』The G

rete H
erball

は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ス
に
よ
っ
て
一
五
二
六
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
十
二
世
紀
イ
タ
リ

ア
は
サ
レ
ル
ノ
出
身
の
医
師
マ
テ
ウ
ス
・
プ
ラ
テ
ア
リ
ウ
ス
の
『
薬
用
植
物
誌
』D

e m
edicinis sim

plicibus

が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
初

期
の
本
草
書
の
な
か
で
は
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
高
い
評
価
を
得
て
い
た
も
の
で
、
収
載
さ
れ
て
い
る
木
版
画
は
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ェ
フ
ァ
ー
の
ド

イ
ツ
語
版
『
本
草
書
』H

erbarius

や
ヤ
ー
コ
ブ
・
メ
イ
デ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
健
康
の
園
』H

ortus Sanitatis

か
ら
模
写
さ
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れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ペ
ー
タ
ー
・
シ
ェ
フ
ァ
ー
（
一
四
二
五
頃
〜
一
五
三
〇
）
は
ド
イ
ツ
の
出
版
・
印
刷
業
者
で
、
活
版
印
刷
術
の
発
明
で
知
ら
れ
る
グ
ー
テ

ン
ベ
ル
ク
と
と
も
に
工
房
で
働
き
、
の
ち
独
立
し
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
一
四
八
四
年
に
ラ
テ
ン
語

で
『
本
草
書
』H

erbarius

を
出
版
し
た
が
、
こ
れ
に
は
ド
イ
ツ
の
植
物
が
一
五
〇
種
あ
ま
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
シ
ェ
フ
ァ
ー

は
母
国
語
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
（
と
い
っ
て
も
バ
バ
リ
ア
地
方
の
方
言
）
で
書
か
れ
た
最
初
の
本
草
書
を
出
版
し
た
。
ド
イ
ツ
語
でD

er G
art 

der G
esundheit

（『
健
康
の
園
』）
と
よ
ば
れ
る
本
書
は
、
一
四
八
五
年
マ
イ
ン
ツ
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
に
は
三
百
七
十
九
点
も
の
木

版
画
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
ラ
テ
ン
語
版
の
『
本
草
書
』
と
同
じ
く
作
者
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
編
者
は
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ェ
フ
ァ
ー
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
マ
イ
ン
ツ
で
、
一
四
九
一
年
に
『
健
康
の
園
』H

ortus Sanitatis

も
し
く
は
『
健
康
の
源
』O

rtus Sanitatis

な
る
書
物
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヤ
ー
コ
ブ
・
メ
イ
デ
ン
バ
ッ
ハ
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
部
分
的
に
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ェ

フ
ァ
ー
の
『
健
康
の
園
』
に
依
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
約
百
種
類
以
上
の
薬
草
を
扱
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
動
物
、
鳥
類
、
魚
類
、
鉱

石
に
つ
い
て
の
広
範
な
記
述
や
尿
に
関
す
る
論
考
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
パ
リ
の
家
長
』Le M

énagier de Paris

は
、
一
三
九
三
年
頃
に
パ
リ
の
裕
福
な
一
市
民
に
よ
っ
て
年
若
の
新
妻―

一
説
に
よ
れ
ば
十
五

歳―

の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
道
徳
・
義
務
・
家
事
・
社
交
な
ど
に
関
す
る
教
え
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
実
用
的
な
内
容
の
も
の
が

多
く
、
晩
餐
会
の
立
案
の
仕
方
、
衣
服
の
シ
ミ
を
抜
く
方
法
、
白
ワ
イ
ン
か
ら
赤
み
を
取
る
方
法
、
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
毛
虫
を
取
り
の
ぞ
く
方

法
な
ど
の
ほ
か
、
園
芸
、
買
い
物
、
鷹
の
調
教
、
馬
の
治
療
に
つ
い
て
の
叙
述
も
あ
る
。
こ
の
本
に
は
三
百
八
十
種
類
以
上
に
も
及
ぶ
料
理

の
メ
ニ
ュ
ー
が
含
ま
れ
お
り
、
そ
の
大
部
分
に
ハ
ー
ブ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
し
ず
め
中
世
版
よ
き
妻
の
心
得
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

主
人
公
の
家
長
は
ヒ
ソ
ッ
プ
、
フ
ェ
ン
ネ
ル
、
セ
イ
ボ
リ
ー
そ
の
他
の
ハ
ー
ブ
の
播
種
に
適
し
た
時
期
が
、
一
年
の
う
ち
い
つ
か
を
指
南

し
て
い
る
。
ま
た
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
苗
を
挿
し
木
用
の
切
り
枝
か
ら
育
て
る
方
法
や
、
ス
ミ
レ
や
マ
ジ
ョ
ラ
ム
を
冬
の
寒
さ
か
ら
ま
も
る
方
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法
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ヨ
ウ
シ
ュ
ト
リ
カ
ブ
ト
に
よ
る
ネ
ズ
ミ
の
退
治
法
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

　

ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
は
十
五
世
紀
前
半
、
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
公
爵
ハ
ン
フ
リ
ー
（
ヘ
ン
リ
ー
六
世
未
成
年
期
の
摂
政
）
に
仕
え
た
人
物
で
あ

る
。
そ
の
著
『
養
成
書
』Boke of N

urture

は
、
宮
廷
に
仕
え
る
奉
公
人
た
ち
を
養
成
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
一
種
の
教
習
本
で
、
内
容
的

に
は
食
事
の
作
り
方
や
礼
儀
作
法
の
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
あ
る
。
執
筆
年
代
は
一
四
六
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
、
十
九
世
紀
後
半
に
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
博
士
に
よ
っ
て
最
初
の
刊
本
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
に
は
ハ
ー
ブ
を
用
い
た
薬
用
入
浴
の
こ
と
も
書
か
れ
て

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
汝
の
主
人
を
入
浴
さ
せ
る
に
は
、
汝
の
手
で
「
温ホ

かッ

くト

」
て
新
鮮
な
ハ
ー
ブ
を
い
っ
ぱ
い
敷
き
つ
め
た
浴
湯
を
準
備
し
、

手
に
し
た
柔
ら
か
な
ス
ポ
ン
ジ
で
主
人
の
身
体
を
洗
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
ラ
ッ
セ
ル
は
い
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
モ
ミ
ー
ル
の
項
目
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
著
者
は
四
つ
の
重
要
な
文
献
史
料
に

あ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
代
の
医
学
に
お
い
て
は
そ
の
薬
効
性
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
ま
だ
に
民
間
療
法

の
ひ
と
つ
と
し
て
カ
モ
ミ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
ハ
ー
ブ
の
息
の
長
さ
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ

　

と
こ
ろ
で
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
は
上
述
の
よ
う
に
、
薬
用
入
浴
を
す
る
際
に
は
「
温ホ

かッ

くト

」
て
新
鮮
な
ハ
ー
ブ
を
い
っ
ぱ
い
敷
き
つ
め

た
浴
湯
を
準
備
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
温ホ

かッ

いト

」
ハ
ー
ブ
、
あ
る
い
は
「
冷コ
ー
ル
ド

た
い
」
ハ
ー
ブ
と
い
っ
た
観
念
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
本
書
の
「
料
理
用
ハ
ー
ブ
」
の
な
か
か
ら
一
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

タ
ン
ジ
ー　

T
ansy Tanacetum

 vulgare L.,　

ヨ
モ
ギ
ギ
ク　

キ
ク
科

　

タ
ン
ジ
ー
の
若
葉
に
卵
を
加
え
た
料
理
は
「
タ
ン
ジ
ー
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
タ
ン
ジ
ー
は
四
旬
節
の
終
わ
り
を
祝
う
た
め
、
復
活

祭
の
時
節
に
よ
く
食
さ
れ
た
。
タ
ン
ジ
ー
に
は
塩
漬
け
の
魚
を
長
期
間
食
べ
続
け
て
き
た
あ
と
で
、
体
内
の
「
悪
い
体
液
」
を
清
め
る
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効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
作
法
書
に
よ
れ
ば
、「
タ
ン
ジ
ー
は
か
な
り
温ホ

かッ

いト

」。
十
五
世
紀
の
写
本
で
は
、
タ

ン
ジ
ー
は
「
蒸
留
用
ハ
ー
ブ
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
十
四
世
紀
の
処
方
箋
で
は
、
ペ
ス
ト
の
治
療
用
ハ
ー
ブ
の
ひ
と

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

タ
ン
ジ
ー
の
風
味
は
、
現
代
人
の
味
覚
に
は
強
す
ぎ
る
。
し
か
し
、
田
舎
の
人
た
ち
は
、
今
な
お
胃
痙
攣
を
や
わ
ら
げ
、
子
供
の
体

内
か
ら
寄
生
虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
タ
ン
ジ
ー
・
テ
ィ
ー
を
飲
ん
で
い
る
。
医
者
は
タ
ン
ジ
ー
に
は
薬
効
性
が
な
い
と
主
張
し
、
多
量

に
タ
ン
ジ
ー
を
摂
取
し
な
い
よ
う
警
告
し
て
い
る
。

　

右
に
み
る
よ
う
に
、
タ
ン
ジ
ー
は
か
な
り
温ホ

かッ

くト

、
体
内
の
「
悪
い
体
液
」
を
清
め
る
浄
化
作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
考
え
方
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
、
人
間
の
身
体
に
は
四
つ
の
体
液
（
血
液
、
粘
液
、
黄
胆
汁
、
黒
胆
汁
）
が
あ
り
、
そ
の
配
合
の
具
合
で
人
間
の
体

質
や
気
質
が
決
ま
る
と
さ
れ
て
い
た
。
病
気
は
こ
れ
ら
四
体
液
の
均
衡
が
く
ず
れ
、
い
ず
れ
か
の
体
液
が
過
剰
に
な
る
か
、
も
し
く
は
不
足

し
て
起
こ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
温
／
熱
（hot

）、
寒
／
冷
（cold

）、
湿
（m

oist

）、
乾
（dry

）
は
こ
れ
ら
の
体
液
に

対
応
す
る
も
の
で
、
二
つ
ず
つ
組
み
合
わ
さ
れ
て
体
質
や
気
質
が
決
ま
っ
た
。
例
え
ば
温
／
熱
・
湿
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
多
血
質
、
寒
／

冷
・
湿
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
粘
液
質
、
温
／
熱
・
乾
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
胆
汁
質
、
寒
／
冷
・
乾
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
憂
鬱
質
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。

　

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
四
体
液
」（Four H

um
ors

）
説
は
、
万
学
の
祖
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
前
三
八
四
〜
前
三
二
二
）
の
説
を
西
洋
医
学
の

祖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
前
四
六
〇
〜
前
三
七
七
）
が
拡
大
し
、
ギ
リ
シ
ア
医
学
の
大
成
者
で
あ
る
ガ
レ
ノ
ス
（
一
二
九
頃
〜
二
〇
〇
頃
）
が
踏

襲
し
た
体
液
病
理
学
（hum

oral pathology

）
の
こ
と
で
、中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
を
へ
て
、十
八
世
紀
ま
で
連
綿
と
命
脈
を
保
っ
て
い
た
。

　

ハ
ー
ブ
が
治
療
に
使
わ
れ
た
の
は
身
体
の
熱
や
水
分
の
状
態
を
変
化
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
中
世
で
は
ハ
ー
ブ
も
四
体
液
に
応
じ
て
、
温
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／
熱
、
寒
／
冷
、
湿
、
乾
に
分
類
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ド
ク
ニ
ン
ジ
ン
は
「
寒
コ
ー
ル
ドに

し
て
乾ド
ラ
イで

あ
る
」
が
ゆ
え
に
、
温ホ

かッ

いト

痛
風
を
撲
滅
し
、
大
き
な
腫
れ
を
和
ら
げ
る
と
い
っ
た
按
配
で
あ
る
（
本
書
「
ド
ク
ニ
ン
ジ
ン
」
の
項
を
参
照
）。
そ
れ
ゆ
え
、
料
理
人
や

医
師
あ
る
い
は
薬
剤
師
は
、
ハ
ー
ブ
や
食
べ
物
で
人
間
の
体
液
に
、
と
い
う
こ
と
は
人
間
の
体
質
や
気
質
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
病
気
の
治
療
に
用
い
ら
れ
た
の
は
ハ
ー
ブ
や
食
べ
物
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
粘
液
は
冷
た
く
湿
っ
て
い
る
と

み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
粘
液
質
の
人
は
熱
く
て
乾
い
た
空
気
が
充
満
し
て
い
る
サ
ウ
ナ
に
入
る
熱
気
浴
を
勧
め
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
タ
ン
ジ
ー
に
再
び
話
を
戻
す
と
、
肉
食
を
禁
じ
ら
れ
た
四レ

旬ン

節ト

の
時
期
に
食
卓
に
の
ぼ
る
の
は
、
た
い
て
い
塩
漬
け
の
魚
で
あ
る
。

魚
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
冷
た
い
」
水
中
に
棲
息
す
る
。
塩
漬
け
の
魚
は
中
世
で
は
「
乾ド
ラ
イ」
の
性
質
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
右
記
の

よ
う
に
寒
／
冷
・
乾
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
憂
鬱
質
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
黒
胆
汁
が
過
多
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
塩
漬
け

の
魚
を
四
十
日
間
食
べ
続
け
て
体
内
に
た
ま
っ
た
邪
悪
な
体
液
、
す
な
わ
ち
黒
胆
汁
を
浄
化
す
る
に
は
、「
か
な
り
温ホ

かッ

いト

」
タ
ン
ジ
ー
が

必
要
と
さ
れ
る
の
も
、
中
世
人
に
し
て
み
れ
ば
道
理
で
あ
っ
た
。
黒
胆
汁
は
悪
し
き
体
液
と
さ
れ
、
そ
れ
が
過
剰
に
な
る
と
憂
鬱
質
に
な
る

と
い
う
言
説
は
、
中
世
を
経
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
降
、
と
く
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
チ
ョ
ー
サ
ー
（
一
三
四
〇
頃
〜
一
四
〇
〇
）
の
代
表
作
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
の
「
尼
僧
付
の
僧
の

物
語
」
に
は
、
気
質
や
病
気
の
み
な
ら
ず
、
夢
も
ま
た
四
種
の
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
状
態
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
観
念
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
弓
矢
や
、
赤
い
炎
や
、
赤
い
獣
が
自
分
を
咬
も
う
と
し
て
い
る
夢
を
み
る
の
は
、
赤
い
胆
汁
が
あ
り
余
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
と
か
、
黒
い
悪
魔
が
自
分
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
夢
を
み
る
の
は
、
憂
鬱
の
体
液
の
せ
い
で
あ
る
、
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
悪
夢
を
み
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
赤
い
胆
汁
も
黒
胆
汁
も
体
か
ら
下
し
て
し
ま
う
の
が
一
番
よ
い
こ
と
だ
と
説
か

れ
、
そ
の
た
め
に
ハ
ー
ブ
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、チ
ョ
ー
サ
ー
は
ス
パ
ー
ジ
（Spurge, Euphorbia lathyris L.,

ホ
ル
ト
ソ
ウ
、ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
）
を
「
カ
タ
ピ
ュ
セ
」
と
よ
び
、

「
尼
僧
付
の
僧
の
物
語
」
の
な
か
で
チ
ャ
ン
テ
ィ
ク
レ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
雄
鶏
に
対
し
て
、
悪
夢
を
み
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
通
じ
薬
の
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ひ
と
つ
と
し
て
そ
れ
を
す
す
め
て
い
る
。

　

ス
パ
ー
ジ
は
語
源
的
に
は
「
浄
化
す
る
、（
不
純
物
を
）
取
り
の
ぞ
く
」
と
い
う
意
味
の
〝p

パ
ー
ジ

urge

〞
と
姉
妹
語
で
、
こ
の
ハ
ー
ブ
が
か

つ
て
下
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
属
名
の
エ
ウ
フ
ォ
ル
ビ
ア
は
、
紀
元
前
一
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
人
医
師
エ
ウ
フ
ォ

ル
ボ
ス
に
ち
な
む
。
彼
は
北
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ル
ベ
ル
人
が
地
中
海
沿
岸
に
建
国
し
た
マ
ウ
レ
タ
ニ
ア
王
国
の
国
王
ユ
バ
二
世
の
侍
医
で
も

あ
っ
た
。

　

ス
パ
ー
ジ
の
茎
か
ら
と
れ
る
乳
液
は
、
そ
の
昔
、
脱
毛
剤
と
し
て
使
わ
れ
た
ほ
か
、
魚
の
目
を
取
り
の
ぞ
く
た
め
に
も
使
わ
れ
た
。
西
暦

六
〇
年
頃
に
活
躍
し
た
ギ
リ
シ
ア
人
医
師
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
は
、
そ
の
著
『
薬
物
誌
』D

e m
ateria m

edica

の
な
か
で
、「
そ
の
種
子
を

六
粒
な
い
し
七
粒
、
丸
薬
に
し
て
、
あ
る
い
は
イ
チ
ジ
ク
も
し
く
は
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
実
と
い
っ
し
ょ
に
服
用
す
る
と
、
下
か
ら
水
、
粘
液
、

胆
汁
を
く
だ
す
」
と
述
べ
、
ス
パ
ー
ジ
を
瀉
下
薬
と
し
て
す
す
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
で
は
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て
も
こ
う
し
た
昔

な
が
ら
の
方
法
で
ス
パ
ー
ジ
を
下
剤
と
し
て
用
い
て
い
た
。
十
六
世
紀
、
南
米
の
ア
ス
テ
カ
族
は
そ
の
根
か
ら
つ
く
っ
た
薬
で
鼓
腸
を
や
わ

ら
げ
、
寄
生
虫
を
駆
除
し
た
と
い
う
。
今
日
ス
パ
ー
ジ
は
下
剤
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
ま
り
に
そ
の
作
用
が
強
す
ぎ

る
た
め
で
あ
る
（
本
書
「
ス
パ
ー
ジ
」
の
項
を
参
照
）。

Ⅲ

　

中
世
に
あ
っ
て
は
医
療
も
食
事
も
自
然
の
制
約
を
う
け
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
中
世
で
は
自
然
に
か
な
っ
た
医

療
や
食
生
活
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
他
方
で
、
中
世
の
「
食
」
は
四レ

旬ン

節ト

に
お
け
る
肉
食
の
禁
止
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

宗
教
の
規
制
を
う
け
て
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
本
書
の
「
料
理
用
ハ
ー
ブ
」
の
な
か
か
ら
セ
イ
ボ
リ
ー
に
関
す
る
記
述
を
あ
げ
て
お

こ
う
。



（49） 『西洋中世ハーブ事典』

セ
イ
ボ
リ
ー　

Savories

Satureja hortensis L.,　

キ
ダ
チ
ハ
ッ
カ
、
サ
マ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー

S.m
ontana L.,　

ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー 　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ソ
科

　

中
世
の
料
理
で
は
、
多
少
「
コ
シ
ョ
ウ
」
風
味
が
欲
し
い
と
き
に
、
セ
イ
ボ
リ
ー
が
加
え
ら
れ
た
。『
料
理
の
形
式
』
に
よ
れ
ば
、

「
マ
ダ
ム
ソ
ー
ス
」
を
か
け
た
ガ
チ
ョ
ウ
料
理
を
つ
く
る
に
は
、「
セ
ー
ジ
、
パ
セ
リ
、
ヒ
ソ
ッ
プ
、
セ
イ
ボ
リ
ー
、
マ
ル
メ
ロ
、
洋
梨
、

ニ
ン
ニ
ク
、
ブ
ド
ウ
を
採
取
し
、
そ
れ
を
ガ
チ
ョ
ウ
の
腹
部
に
詰
め
、
脂
が
出
て
こ
な
い
よ
う
に
裂
け
目
を
縫
い
、
よ
く
焼
く
…
」。『
バ

ン
ク
ス
の
本
草
書
』
に
よ
れ
ば
、
セ
イ
ボ
リ
ー
は
「
人
を
淫
乱
に
さ
せ
る
」
た
め
、「
肉
料
理
で
そ
れ
を
多
量
に
使
う
こ
と
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
」。「
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
イ
ン
に
入
れ
て
飲
む
と
、
胃
の
調
子
が
ひ
じ
ょ
う
に
良
く
な
る
」
で
あ
ろ
う
。
ク
レ
ス
ケ
ン
テ
ィ

ウ
ス
は
下
剤
と
し
て
、
ま
た
肝
臓
病
、
肺
病
の
治
療
薬
と
し
て
セ
イ
ボ
リ
ー
を
推
奨
し
て
い
る
ほ
か
、
日
や
け
し
た
肌
の
美
白
効
果
も

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

セ
イ
ボ
リ
ー
は
今
日
、
家
禽
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
煮
魚
の
調
味
料
と
し
て
人
気
が
あ
る
。
セ
イ
ボ
リ
ー
を
え
ん
ど
う
豆
の
ス
ー
プ
に
入

れ
る
と
お
い
し
い
。
＊
サ
マ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー
は
、
ド
イ
ツ
で
は
豆ボ
ー
ネ
ン
ク
ラ
ウ
ト

の
ハ
ー
ブ
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
セ
イ
ボ
リ
ー
は
豆
と
肉

の
入
っ
た
ポ
タ
ー
ジ
ュ
に
は
欠
か
せ
な
い
調
味
料
だ
か
ら
で
あ
る
。

＊
サ
マ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー

セ
イ
ボ
リ
ー
は
、
サ
マ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー
と
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
一
年
草
、
後
者
は
多
年
草
。

ス
パ
イ
ス
と
し
て
は
、
サ
マ
ー
セ
イ
ボ
リ
ー
の
方
が
芳
香
性
に
富
む
た
め
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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著
者
の
フ
リ
ー
マ
ン
女
史
は
こ
こ
で
は
既
述
の
『
バ
ン
ク
ス
の
本
草
書
』
の
ほ
か
に
、『
料
理
の
形
式
』
と
ク
レ
ス
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
典

拠
と
し
て
用
い
て
い
る
。『
料
理
の
形
式
』The Form

e of C
ury

は
一
三
九
〇
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
（
在
位
一
三
七
七

〜
九
九
）
の
料
理
長
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
も
含
め
、
一
九
六
種
類
も
の
レ
シ
ピ
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
著
者
の
料
理
長
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
レ
シ
ピ
は
宮
廷
の
日
常
的
な
料
理
に
加
え
、
祝
宴
用
の
特
別
料
理
の
作
り
方
を
料
理
人
に

伝
授
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う
。
表
題
に
み
ら
れ
る
〝cury

〞
と
は
中
世
英
語
で
〝cookery

〞（
料
理
法
）
の
謂
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ク
レ
ス
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
は
、
そ
の
昔
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ア
近
郊
に
暮
ら
し
て
い
た
地
主
で
、
当
地
の
判
事
な
ど
も
つ
と

め
た
ペ
ト
ル
ス
・
ク
レ
ス
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
（
一
二
三
〇
頃
〜
一
三
二
〇
頃
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
著
『
田
舎
暮
ら
し
の
利
得
』O

pus 

Ruralium
 C

om
m

odorum

（
一
三
〇
六
年
頃
）
は
、
農
業
・
園
芸
の
実
用
書
で
、
穀
物
・
豆
類
の
栽
培
法
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培
と
ワ
イ
ン
の
作
り
方
、

果
樹
・
野
菜
・
薬
草
の
栽
培
法
、
樹
木
の
手
入
れ
、
畜
産
、
養
蜂
な
ど
、
幅
ひ
ろ
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。
ク
レ
ス
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
こ

の
書
物
の
執
筆
に
際
し
て
、
カ
ト
ー
、
コ
ル
メ
ラ
、
ウ
ァ
ロ
ー
と
い
っ
た
古
代
ロ
ー
マ
の
著
作
家
た
ち
の
著
作
に
も
あ
た
っ
て
お
り
、
同
書

は
十
八
世
紀
に
い
た
る
ま
で
す
ぐ
れ
た
農
書
・
園
芸
書
と
し
て
権
威
を
保
っ
て
い
た
。

　

セ
イ
ボ
リ
ー
は
右
に
み
た
よ
う
に
、
豪
華
な
ガ
チ
ョ
ウ
料
理
を
つ
く
る
と
き
に
用
い
ら
れ
た
が
、
反
面
、
肉
料
理
で
そ
れ
を
多
量
に
使
う

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
「
人
を
淫
乱
に
さ
せ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
考
え
方
の
根
底
に
は
キ
リ

ス
ト
教
的
禁
欲
観
が
あ
っ
た
。
中
世
の
隠
者
が
お
も
に
植
物
か
ら
な
る
食
べ
物
を
と
っ
て
い
た
の
は
、
肉
の
欲
望
を
抑
え
る
た
め
で
も
あ
っ

た
。
ク
レ
ス
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、「
甘
い
香
り
が
す
る
」
ア
イ
リ
ス
の
根
に
は
制
淫
効
果
も
あ
っ
た
と
い
う
（
本
書
「
ア
イ
リ
ス
」

の
項
を
参
照
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
の
食
は
自
然
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
の
制
約
を
も
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
七
〇
余
種
の
ハ
ー
ブ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
世
の
家
庭
用
ハ
ー
ブ
と
は
い
え
、
実
用
性
の
み
な
ら
ず
、
俗
信
や
迷
信

が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
よ
う
な
ハ
ー
ブ
の
効
用
に
関
す
る
記
述
を
通
し
て
、
中
世
に
生
き
た
人
び
と
の
生
活
や
心
情
の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と



（51） 『西洋中世ハーブ事典』

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
も
一
興
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ハ
ー
ブ
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
流
に
言
え
ば
、
歴
史

を
長ロ
ン
グ
・
デ
ュ
レ

期
持
続
の
相
に
お
い
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
読
者
諸
氏
が
ハ
ー
ブ
の
沃
野
に

足
を
踏
み
入
れ
、
知
的
な
悦
び
に
み
た
さ
れ
る
時と

間き

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
訳
者
と
し
て
こ
れ
に
ま
さ
る
歓
び
は
な
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
訳
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
前
著
『
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
東
洋
を
駆
け
る
』
と
同
様
、
八
坂
書
房
編
集
部
の
三
宅

郁
子
さ
ん
に
、
ひ
と
方
な
ら
ず
お
世
話
に
な
っ
た
。
折
に
ふ
れ
て
貴
重
な
助
言
を
頂
戴
し
た
う
え
、
原
著
に
は
な
い
カ
ラ
ー
図
版
や
植
物
画

ま
で
と
り
そ
ろ
え
、
掲
載
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
ご
尽
力
と
ご
厚
意
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

【
追
記
】
本
書
は
「
読
売
新
聞
」（
二
〇
〇
九
年
四
月
六
日
付
夕
刊
）〈
本
よ
み
う
り
堂
〉
な
ら
び
に
「
日
本
農
業
新
聞
」（
二
〇
〇
九
年
三
月

三
十
日
付
）
読
書
欄
に
お
い
て
、紹
介
記
事
を
得
た
。
ま
た
、雑
誌
『
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
』（
誠
文
堂
新
光
社
）
二
〇
〇
九
年
七
月
号
、『
花

時
間
』（
角
川
Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
二
〇
〇
九
年
八
月
号
に
お
い
て
も
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
、

関
係
各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。


